民謡＆和楽器アンサンブル「ＯＨ！ジーンズ」プロフィール
■バンドプロフィール[image: image1.jpg]



大畠良則（尺八・歌）　畑中久美子（篠笛・和太鼓・ジャンベ･歌）

沼下実（三味線・歌）　飯田政子（三味線・歌・語り）
1998年秋結成。「洗いざらしのジーンズのような飾らない音楽を！」がモットー。尺八・三味線・篠笛・和太鼓などの和楽器に、アフリカのジャンベ（太鼓）など世界の民族楽器も加え、民謡のみならず、様々なジャンルの音楽を自由なアレンジで演奏しています。http://ohjeans.blog.so-net.ne.jp/

■ＯＨ！ジーンズの結成と名前の由来
民謡グループらしからぬグループ名の由来はというと・・・・。
結成当初、おじさん三人で始めたので、おじん’ｓ。いつもGパンをはいているおじさんたちだから、おージーンズ。洗いざらしのジ－ンズのように、気取らない音楽を！！
ということで、OH！ジーンズ。
■メンバーと編成
演奏者は4名。楽器は、尺八・篠笛・三味線・和太鼓・ジャンベ（アフリカの太鼓）を中心に、三線や各種パーカッションが加わります。全員が楽器を演奏し、全員が歌い、楽器を弾きながら歌ったり、お囃子（合いの手）もやります。とにかく何でもやります。
■演奏会
結成以来14年、福祉施設のボランティア演奏や地域の音楽祭、国分寺市の小学校の総合的学習、国際親善の会など、いろいろな場所に呼んでいただいて演奏してきました。
二年に一度は自主コンサートをやることにしています。
2006年12月24日、結成8年にして初の自主コンサート。
2009年1月25日、結成10周年記念コンサート。
2011年1月30日、器楽アンサンブル「エスニック・キッチン」とのジョイントコンサート。

2011年12月11日、東日本大震災からちょうど9ケ月目の日に、東北復興応援チャリティー・コンサート「Tama Tokyo Action～冬の章～」を開催。

■取り組み

東日本大震災で大きな被害の出た東北地方の復興を、音楽を通して応援する取り組みをしています。2011年12月に開催した東北復興応援チャリティー・コンサートを皮切りに、東北地方の民謡や、オリジナルの歴史語りのプログラムを、「東北復興応援作品」として上演を重ねています。

■公演予定
2012年5月20日（日）、本多公民館新緑まつりの「新緑サンデー・ステージ」（午後のコンサート）にて、語りと音楽と舞で綴る奥州藤原三代の物語「平泉の夢」を上演します。

地元とともに歩みつつ、民謡と和楽器がもっと身近なものになることを目指して活動しています。
●お問合せ：042-301-1313大畠 ／ kumihatanaka@gmail　畑中















